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笠
松
消
防
出
初
式
が
一
月
九
日
消

防
団
員
・
関
係
者
約
百
五
十
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

消
防
団
員
の
功
労
表
彰
や
来
賓
の
か

た
が
た
か
ら
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動

に
対
す
る
感
謝
や
激
励
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
本

町
通
り
か
ら
木
曽
川
河
畔
ま
で
分
列

行
進
が
行
わ
れ
、
広
江
町
長
の
観
閲

に
続
き
、
今
年
一
年
火
災
な
ど
の
災

害
の
な
い
町
へ
の
願
い
を
込
め
て
一

斉
放
水
を
行
い
、
防
火
へ
の
意
識
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
表
彰
伝
達
】

（
敬
称
略
）

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰

　

特
別
功
労
章
…
岩
田
修

　

勤
続
功
労
章
…
後
藤
八
寿
郎
、
苅

谷
智
安

　

功
労
章
…
川
出
一
彦
、
伏
屋
幸
一

　

消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
…
則
武
貴

子

▽
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章
…
淺
野
勝
彦
、
村
井
登
、

水
嶋
健
一

　

勤
労
章
（
二
十
年
）
…
川
延
栄
一

　

勤
労
章
（
十
五
年
）
…
伏
屋
幸
一
、

河
合
秀
三
、
名
和
幸
彦
、
淺
野

勝
彦
、
村
井
登
、
間
野
三
可

▽
岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

　

功
績
章
…
大
塚
隆
夫
、
則
武
克
彦
、

西
脇
�
信

▽
岐
阜
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協

議
会
長
表
彰

感
謝
状
…
宮
部
と
し
子
、
服
部
昌

子

▽
笠
松
町
長
表
彰

　

特
別
功
労
章
…
後
藤
八
寿
郎
、
中

村
正
誠

　

功
労
章
…
松
原
直
樹
、
森
秀
昭

▽
笠
松
町
消
防
団
長
表
彰

　

功
労
章
…
園
部
正
廣
、
太
田
厳
己
、

市
橋
典
大
、
伊
藤
公
一
、
高
橋

健
司
、
畑
佐
孝
、
野
田
義
之

　

功
績
章
…
石
田
輝
雄
、
横
田
利
幸
、

山
田
誠
、
太
和
田
浩
司
、
奥
村

真
一
、
南
谷
勉
、
今
尾
公
則
、

加
藤
寿
久
、
田
島
一
樹

　

精
績
章
…
津
田
進
治
、
後
藤
和
史
、

堀
佳
裕
、
鵜
飼
洋
三
、
田
中
光

幸
、
柴
田
雅
孝
、
村
�
一
夫
、

森
敦
史
、
川
原
史
也
、
杉
江
真

樹
、
今
井
敏
裕
、
服
部
将
司

　

勤
労
章
（
二
十
年
）
…
川
延
栄
一

　

勤
労
章
（
十
五
年
）
…
伏
屋
幸
一
、

河
合
秀
三
、
村
井
登
、
間
野
三

可

　

勤
労
章
（
十
年
）
…
川
出
一
彦
、

則
武
克
彦
、
小
野
木
元
照
、
清

水
修
二
、
大
野
世
志
臣

　

勤
労
章
（
五
年
）
…
水
谷
勲
、
松

原
繁
俊
、
園
部
正
廣
、
太
田
厳

己
、
市
橋
典
大
、
伊
藤
公
一
、

高
橋
健
司
、
畑
佐
孝
、
野
田
義

之
、
落
合
雅
、
青
井
孝
光
、
知

識
正
章
、
上
村
幸
司

防
火
へ
の
決
意
新
た
に

笠
松
消
防
出
初
式　
　
　
　

　
「
笠
松
町
新
成
人
の
集
い
」が
一

月
十
日
、
小
雪
の
舞
い
散
る
な
か
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
百
三
十
九
人
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
、
集
い
に
は
百

八
十
六
人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
ス
ラ
イ

ド
が
上
映
さ
れ
る
と
、
懐
か
し
い

映
像
に
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
十
人

が
、
小
さ
い
頃
の
「
夢
」
や
「
思

い
出
」
を
テ
ー
マ
に
新
成
人
の
か

た
が
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
、
当
時
の
夢
を
思
い
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
節
目
に
自

分
の
進
む
べ
き
将
来
に
、
硬
い
決

意
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
式
典
や
恩
師
を
囲
ん

で
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
何
年
振
り

か
で
再
会
し
た
懐
か
し
い
友
人
と

近
況
や
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う

な
ど
、
新
成
人
と
し
て
の
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲本町通りを堂々と分列行進する団員の皆さん

▲中国の研修生と記念写真に収まる新成人の皆さん

懐かしい映像に歓声
笠松町新成人の集い




